
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  excuse
動 (人･行為･態度など)を許す [イクスキューズ]

名 言い訳 [イクスキュース]

活用 ： excused [イクスキューズド]

– excused – excusing

３単現形：excuses [イクスキューズィズ]

☒  page [ペイヂ]

名 (本などの)ページ

【略語は p.】

☒  card [カード]

名 カード、券、ハガキ、名刺

トランプの札

☒  follow [ふァロウ]

動 ～のあとに続く、～についていく

～にしたがう、～を理解する

活用 ： followed [ふァロウド]

– followed – following

３単現形：follows [ふァロウズ]

☒  draw [ドゥろー]

動 (線で絵や図)を描く

～を引っ張って動かす、引き出す

活用 ： drew [ドゥるー]

– drawn [ドゥろーン] – drawing

３単現形：draws [ドゥろーズ]
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Open your books to page 10.
『(あなたたちの)本の１０ページを開きなさい。』

Look at the map on page 85. 『８５ページの地図を見て。』

page 10『１０ページ』/ at line 5 on page 8『８ページの５行目に』→【単語帳 No. 337… line】

turn a page 『ページをめくる』→【単語帳 No. 587… turn】/ See p. 23.『２３ページ参照。』

a birthday [Christmas] card 『バースデー[クリスマス]カード』/ a picture card 『絵ハガキ』

a New Year’s card 『年賀状』/ play cards = play a card game『トランプをする』→【No. 426…game】

I got a birthday card from Emi.

『私はエミからバースデーカードをもらいました。』

Let’s play cards [a card game]. 『トランプをしましょう。』

Excuse me. 『すみません。/ 失礼ですが。』

※ 相手の注意をひく時や、話を中断するときなどに使う。

※ 文末にクエスチョンマークをつけて、文末を上げ調子で

読むと『もう一度言ってください。』の意味になる。

※ 謝るとき (謝罪の意味を表すとき)は I’m sorry. を使う。

Excuse me, (but) could you tell me the way to the park ?

『すみませんが、その公園へ行く道を教えてくださいませんか？』

I will never excuse you. 『私はあなたを決して許しません。』

No excuse ! = Don’t make an excuse ! 『言い訳をするな。』

※ 動詞と名詞で発音が異なるので注意！

発音注意

draw a picture [circle/straight line]

『絵[円 /直線]を描く』

※ circle [サ～クル] ｢円、丸、輪、仲間｣

Please follow me. 『私のあとについて来てください。』

Meg followed her teacher’s advice.

『メグは(彼女の)先生のアドバイスに従いました。』

→【単語帳 No. 1035…advice】

I don’t [can’t] follow [understand] you.

『私はあなたの言うことがわかりません。』

→【単語帳 No. 565…understand】

Emi draws very well. 『エミはとても上手に絵を描きます。』

He drew a picture of a lion. 『彼はライオンの絵を描いた。』

Please draw the curtain(s) . 『カーテンを引いてください。』

※ curtain(s) [カ～トゥン(ズ)] ｢カーテン、(劇場の)幕｣

Aki drew 10,000 [ten thousand] yen from the bank.

『アキはその銀行から１万円を引き出しました。』

draw … ペンや鉛筆を使って、絵･図･線を描く。

paint … 絵の具やペンキなどを使って絵を描く。→【No. 787】
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724
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721

発音注意

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒ interested [インタれスティッド]

形 興味を持っている、関心のある

[比較変化] interested - more ~ - most ~

☒  luck [ラック]

名 運、幸運、ツキ

派生語：lucky (幸運な)

→【単語帳 No. 557】

☒  past [パぁスト]

前 ～を過ぎて【時間･年齢】、～を通り過ぎて

名 過去 (⇔ present, future)

形 過去の、過去時制の (⇔ present, future)

同音語：passed (… pass の過去形･過去分詞形)

☒  care [ケア]

名 注意、世話

派生語：careful (注意深い) →【No. 460】

carefully (注意深く) →【No. 793】

☒  kindness [カインドネス]

名 親切、優しさ、親切な行為

派生語：kind (親切な) →【単語帳 No. 411】
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be interested in ~ 『～に興味がある』

※ 主語には ｢人(名詞･代名詞)｣ を使う。

主語が｢もの｣のときは、interested
ではなく、interesting を使う。

→【単語帳 No. 654】

I’m interested in math. 『私は数学に興味があります。』

= Math is interesting to [for] me.

『数学は私にはおもしろいです。』

Ken is very interested in collecting stamps.

『ケンは切手を集めることにとても興味があります。』

※ inは前置詞なので、後ろには名詞か動名詞(~ing)を使う。

アクセント注意

Good luck (to you) ! 『幸運を祈ります！』 ※ 別れのあいさつにも使う。

He had good [bad] luck. 『彼は幸運[不運]でした。』

good luck『幸運』/ bad luck 『不運』

Take care. 『お大事に。』【別れのあいさつとしても使われる】

Will you take care of my dog ?
『私の犬の世話をしてくれませんか？』

Take care of yourself. 『お大事に。/ お体を大切に。』

take care『気をつける、注意する』(上の例文も参照) / take care of ~『～の世話をする、～に気をつける』

※ care には ｢(～を)気にする、心配する｣の意味の動詞もある。

I don’t care if it rains tomorrow.『もし明日雨が降っても私はかまいません。』

… if【No. 602】には「～かどうか」の意味もある。→【No. 1132 … might】の例文も参照のこと。

Thank you for your kindness. 『ご親切にありがとう。』

I’ll never forget your kindness .

『あなたのご親切は決して忘れません。』

in the past 『過去に、昔に』

a thing of the past

『過去の遺物、時代遅れのもの』

my past life 『私の過去の生活』

for the past three years 『過去３年間』

the past tense [テンス] 『過去時制』【文法用語】

☆ 形容詞 の用法の例文は省略します。

It’s half past ten now. 『今１０時３０分です。』

※ ｢１0 時を過ぎて３０分｣ → ｢１0 時３０分｣。

= It’s ten thirty now.

That man is past forty. ※ この forty は 名詞 。

『あの男性は４０歳を過ぎています。』

We walked past the bank.

『私たちはその銀行を(歩いて)通り過ぎました。』

He was a soccer player in the past.

『彼は昔サッカー選手でした。』

過去 現在 未来

past present future

727

726

729

728

730

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  yet [イェット]

副 ≪疑問文で≫ もう

≪否定文で≫ まだ

☒  ever [エヴァ]

副 今までに、これまでに、かつて

☒  hate [ヘイト]

動 ～を憎む、ひどくきらう (⇔ love)

活用 ： hated [ヘイティド]

– hated – hating

３単現形：hates [ヘイツ]

☒  injure [インヂャ]

動 ～にけがをさせる、～を傷つける

活用 ： injured [インヂャド]

– injured – injuring

３単現形：injures [インヂャズ]

☒  hurt [ハ～ト]

動 ～にけがをさせる、～を傷つける

痛む

活用 ： hurt [ハ～ト]

– hurt – hurting

３単現形：hurts [ハ～ツ]

181 ページ

※ おもに現在完了形の文で

文末に使う。

Have you ever been to ~ ?
『あなたは今までに

～へ行ったことがありますか？』

for ever = forever 『永久に、永遠に』

→【単語帳 No. 794… forever】

☆ 肯定文での『まだ』は

still を使う。→【No. 649】

It’s still raining.

『まだ雨が降っています。』

Have you finished the work yet ?
『あなたはもうその仕事を終えましたか？』

→ No, not yet. 『いいえ、まだです。』※ not yet は｢まだ(～ない)｣の意味。

I have not eaten [had] lunch yet. 『私はまだ昼食を食べていません。』

Have you ever been to Kyoto ?

『あなたは今までに京都へ行ったことがありますか？』

※ この表現では、before ｢以前に｣ を文末に使うこともある。

その場合には、ever は日本語に訳さないほうが自然。

→【単語帳 No. 204…before】

This is the best movie (that) I have ever seen.

『これは私が今までに見たなかでいちばん良い映画です。』

yet, already … どちらも『もう』と訳すが、yet は疑問文で、already は

肯定文で使う。→【No. 657…already】

※ yet は否定文では『まだ』の意味になる。

☆ かんたん英文法【現在完了形② … 完了】も参照のこと。

☆ かんたん英文法【現在完了形③ … 経験】も参照のこと。

I hate you ! 『あなたなんて大きらい！』(⇔ I love you.)

Jim hated to study. 『ジムは勉強するのが大きらいでした。』

☆ dislike [ディスライク] ｢～をきらう｣ (⇔ like)

… hate よりは意味が弱く、don’t like よりは意味が強い。

My mother dislikes snakes.『私の母はヘビがきらいです。』

※ snake(s) [スネイク(ス)]

I injured my left arm with a knife.

『私はナイフで(私の)左腕にけがをしました。』

He was injured in the accident. ※ 受け身(受動態)の文

『彼はその事故でけがをしました。』

※ ｢けがをさせられた｣を

→ ｢けがをした｣と訳す。injure … 事故などでけがをさせる。

hurt … injure より軽いけがをさせる。

Tom hurt his right leg. 『トムは右脚にけがをしました。』

※ 主語が３人称単数なのに、３単現の s がないので hurt は過去形。

My words hurt her. 『私の言葉が彼女を傷つけました。』
※ 主語が複数形なので、時制(現在、過去)については文脈で判断する。

I don’t want to hurt you. 『私はあなたを傷つけたくない。』

Where does it hurt ? 『どこが痛みますか？』【具合を聞いて】

→ My head hurts [is hurting]. 『私は頭が痛いです。』

活用

注意

732

731

734

733

735

アクセント注意

※ 日本語に訳さなくてもよいこともある。

発音注意

発音注意

※ heart [ハート] (心臓、心)とは発音が異なる。
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  surprise [サプらイズ]

動 ～を驚かす、びっくりさせる

名 驚き、びっくりさせること

活用 ： surprised [サプらイズド]

– surprised – surprising

３単現形：surprises [サプらイズィズ]

☒  raise [れイズ]

動 ～を上げる、挙げる、掲(かか)げる

～を飼育する、栽培する (= grow)

～を育てる (= bring up)

活用 ： raised [れイズド]

– raised – raising

３単現形：raises [れイズィズ]

☒  heavy [ヘヴィ]

形 重い (⇔ light)

激しい、大量の

[比較変化] heavy - heavier - heaviest

☒  strange [ストゥれインヂ]

形 変な、奇妙な、不思議な

見知らぬ、不案内な

☒  weak [ウィーク] (⇔ strong)

形 弱い、もろい、うすい

[比較変化] weak - weaker - weakest

同音語：week (週) →【単語帳 No. 186】

182 ページ

be surprised at ~ 『～に驚く』 ※ 受け身(受動態)の形。

※ 本来は｢～に驚かされる｣の意味だが、 ｢～に驚く｣と訳す。

I was surprised at the news. 『私はその知らせに驚いた。』

= The news surprised me. 『その知らせは私を驚かせた。』

※ 上の surprised は過去分詞形、下の surprised は過去形。

be surprised to ~ 『～して驚く』 ※ 受け身(受動態)の形。

※ 本来は｢～して驚かされる｣の意味だが、 ｢～して驚く｣と訳す。

Aki will be surprised to see her old friend.
『アキは(彼女の)旧友を見て驚くでしょう。』

Raise your hand (if you have a question).

『(もし質問があったら) 手をあげなさい。』

We raised the flag . 『私たちはその旗を掲げました。』

→【単語帳 No. 1109… flag】

Tom’s father raises pigs. 『トムの父は豚を飼育しています。』

☆ rise (上がる、昇る) 【単語帳 No. 545】としっかり区別しましょう。

to one ’s surprise 『驚いたことに』

※ one ’s の部分には所有格が入る。

☆ 名詞 の用法の例文は省略します。

This bag is too heavy. 『このバッグは重すぎます。』

We had a heavy rain yesterday. 『きのうは大雨でした。』

= It rained hard [much/a lot] yesterday. ※ 上とほぼ同意。

a heavy cold 『重い風邪』/ a heavy rain 『大雨、激しい雨』/ a heavy snow 『大雪、激しい雪』

strange to say 『奇妙なことに』

That’s strange. 『それは変だ。』

A strange thing happened then.

『そのとき奇妙なことが起こりました。』

I heard a strange noise in that room.

『私はあの部屋で不思議な物音を聞きました。』

※ heard は [ハ～ド]と読む。→【No. 304 … hear】

※ noise [ノイズ] →【単語帳 No. 980】

※ stranger には ｢変な人｣ の意味はなく、｢見知らぬ人、

(その土地に)不案内な人｣の意味 →【単語帳 No. 748】

a weak body 『弱い体』/ a weak team 『弱いチーム』/ in a weak voice 『弱々しい声で』

a weak point 『弱点、ウィークポイント』 ※ point [ポイント] ｢点、小数点、得点、先端、指を指す、向ける｣

That old man has weak eyes. 『あの老人は視力が弱い。』

Meg spoke [talked] to me in a weak voice.

『メグは弱々しい声で私に話しかけました。』

→【単語帳 No. 975…voice】

アクセント注意

アクセント注意

739

736

738

740

737

※ surprised →【No. 804】、surprising →【No. 1019】

発音注意

活用

注意

発音注意
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